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する砂川堀は､市内を抜け、約 15km 下流の
富士見市で新河岸川に合流します。

３．生物多様性
　狭山丘陵が首都圏の緑の孤島と呼ばれる
のは、生物多様性が豊かだからです。生物
多様性とは、種数だけではなく、遺伝子の
数や頻度、生態系、景観などの豊かさのこ
とです。狭山丘陵の生物多様性が高いのは、
水源林がまとまって残されているため、大
面積を必要とする種が生活できる、人の影
響を嫌う繊細な種がひっそりと生息できる、
谷戸や尾根、斜面林や湿地、湖などさまざ
まな生息環境があるのでさまざまな種が暮
らせる、関東山地も近いため山地性、平地
性の種が生息できる、孤立しているので移
動する種の休憩場所になる、都心に近く多
くの人が訪れるので珍しい植物や昆虫、野
鳥に出会う機会が多いことなどが考えられ
ます。大学の湿地では、ヘイケやゲンジボ
タルも含め 80 種を超える希少種（絶滅危惧
種や準絶滅危惧種）が記録されています。

４．雑木林の放棄
　保全とは、土地の潜在的な能力を損なわ
ない範囲で利用しながら、人と自然が共生
する方法です（持続可能な利用）。手をつけ
ず守る保護とは異なります。
　雑木林は、堆肥を作るための下刈りや落
ち葉かき、柴（枝葉）刈り、萌芽更新のた
めの定期的な伐採（薪炭材やシイタケ栽培
の原木が得られる）など、適度な攪乱や略
奪を繰り返し受け維持されてきました。
　毎日の生活の糧を得るための作業ですか
ら、林に回復不能なダメージを与えないよ
うな持続可能な利用がされてきました。雑
木林はこのような攪乱に強く萌芽再生力の
強い、コナラ、クヌギ、エゴノキ、シデ類、
アオハダなどの落葉樹やアカマツで構成さ
れています。
　ところが、敗戦後の生活革命により、化
学肥料や化石燃料になり、落ち葉も刈敷き
も薪炭材も不要になりました。首都圏では
1960 年代以降、不要となった雑木林は、
拡大造林政策によるスギやヒノキ林に転換
されたり、大規模宅地造成が行われました。
転用や開発による緑の量的減少、管理放棄
による遷移の進行と林の質的変化は生物多
様性の急激な低下をもたらしました。
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５．湿地の減少
　長い間浸食を受け続けた狭山丘陵は、斜
面と谷戸（湿地）が入り組んだ複雑な地形
をしています。宅地造成は尾根を削り、谷
戸を埋め立てて行われます。したがって、
開発に伴い湿地の面積も激減しました。私
たちの調査(2006 年)では、数百あった丘陵
の谷戸は、現在では東京都側 16、埼玉県側
11 しか残っていません。さらに、1970 年
代の減反政策以降、水田耕作は放棄され、
遷移と乾燥化が進行し、湿地の生物多様性
も著しく低下しました。

６．なぜ、湿地保全活動なのか
　乾燥化は、地表面と地下水面との距離が
大きくなることによって起こります。つま
り、涵養量が減り地下水位が下がるか、地
表面に堆積物が溜まることによって起こり
ます。斜面林や湿地が残されても、管理放
棄による林床の荒廃や面積の縮小による涵
養量の減少（＝緑のダムの機能低下）や耕
作放棄による枯死堆積物の増加による地表
面の上昇が、湿地の乾燥化を招くのです。
　湿地保全活動では、湿地の乾燥化を防ぎ､

ॴļ¥࠺૝ൽਆԖ௘ƣޮؐ¥—Ӟຢטࣖ࡫Ɲଠݺ—

¥ǎǟǔǐȓƣঢ੾ƝǒǧȆඁӻޮৣ§ǎǟǔǐȓƤ

10 వƄƾŹবƂ¦ҏƜƷिƮƛƌƳŻ§ࣖטƠƤॣӒ

§Ɯŷǀ۾ƁЀ಺๧ࢫৣ

生物多様性を守ることを目的として、手作
業でできることを行っています。湿地に侵
入したヤナギ類の除伐、ヨシの刈り払いや
枯死体の搬出、両生類幼生のためのセーフ
サイトづくり（1×1×１ｍの穴掘り）、オオ
ブタクサ、ニワウルシなどの外来種の除去、
雑木林の下刈り、竹林の間伐、湿地にせり
出した枝の打ち下ろし、流路の堰堤造りな
どです。また、作業の成果を確認するため
のモニタリング調査も欠かせません。
　ヨシの抜根と旧畦の復活により、数年を
かけて 11 枚の田んぼを作ったところ、ミク
リやミズニラなど 10 種の水生植物や、数種
のトンボ類、ミズカマキリなどが戻って来
ました。これからも市民と共に丘陵で最も
豊かな湿地を守る活動を根気よく続けるつ
もりです。
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めに、さらなる努力が必要と考えています。
（２）運営
　当会の運営は、理事会及び事務局会議により行っています。
　　理事会　　　会の活動計画の決定、重要課題への対応などを審議しました。
　　　　　　　　　2008年４月 20日　　８月24日
　　　　　　　　　2009年１月 10日　　３月28日　　計４回開催

　　事務局会議　理事会で決定した活動計画を実施するとともに、ニュースレターの内容
              の検討など、会の具体的な運営を協議、決定します。
　　　　　　　　 2008年 6月１日　　6月 10日　　7月 21日　　11月 23日
　　　　　　　 　2009年 2月 22日　　計５回開催
3．�活動報告
　主な活動として、ニュースレターの発行、ホームページによる情報発信、各種イベント開催を行ってい
ます。
（１）ニュースレターの発行 　
ホタルのニュースレター第45号～第 47号を発行しました。

（２）ホームページによる情報発信
　ホームページでは、当会の活動方針をはじめ、イベント案内など日本ホタルの会の情報を発信していま
す。参加型ページのルキオラ・クラブでは、ホタル図鑑の作成を進めています。また、メールマガジンの
配信を行っています。
　ホームページアクセス状況の推移は、次に示すとおりですが、年々アクセスが増加しています。アクセ
ス件数は、2007 年度から年 8 万件を超え、2008 年度は 9 万件に迫る数となりました。インターネット
での情報発信の重要性が大きくなっていると考えています。
　　　ホームページアクセス数の推移

　2004年度末アクセス件数　累計35,500件
　2005年度末アクセス件数　累計82,500件
　2006年度末アクセス件数　累計118,000件
　2007年度末アクセス件数　累計204,268件
　2008年度末アクセス件数　累計294,100件

（３）イベント活動
　観察会　　　　　　2008年６月 28日　福生市　現地の発生状況が悪く中止
　シンポジウム　　　2008年９月６日　　第16回日本ホタルの会シンポジウム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：ＪＡＭ金属労働会館
　談話会　　　　　　2009年 3月に体験イベント「発光実験」計画し準備を進めたが、会

場等の調整がつかなかったため中止した。
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４．2008年度活動について
　2008 年度は、日本ホタルの会シンポジウムを開催しました。シンポジウムは、ホタルから視野を広げ、
海の発光生物から身近な水環境に目を向けるということをテーマに、富山県魚津市魚津水族館の稲村さん
をお招きし、ホタルイカから水環境についてお話いただきました。当会では、ホタルと発光生物にこだわ
りながらも、豊かな自然環境を広く捉えたいと考えており、今後も機会があればこうしたホタル以外の生
き物にもスポットをあてていきたいと思います。
　当会のもう一つの大きな催しである観察会は、予定していた福生市の発生地での状況が良くなかったた
め、やむを得ず中止としました。また、昨年度好評で今年度も計画していた「光の実験」が会場等の都合
が合わず実施できませんでした。今後は、より一層計画的に準備を進め、適切な開催ができるよう努めて
まいります。
　さらに、ホームページアクセス件数の大幅増に見られるように、情報発信が重要な役割であると考えま
すので、会員の皆様をはじめ多くの方々に、インターネットを始め、観察会、シンポジウム、談話会、ニ
ュースレターによって、多くの情報を発信してまいりたいと考えております。

　　　　　　　　理理事事会会報報告告

　来る 2010 年 3 月 13 日（土）に日本ホタルの会談話会を予定して
います。一昨年度と同様に「光の実験」を計画しています。詳細につ
いて決まりましたら、ホームページ等にてお知らせします。

　　　　　　　　　訃訃　　報報

  2009 年 11 月 14 日、日本ホタルの会初代会長の日高敏隆氏（京都
大学名誉教授）が死去されました。日高氏は、1993年の設立から1998
年まで、日本ホタルの会会長を務められ草創期における会の発展に

　　　　　　　　　　　　　　　　尽力されました。謹んで哀悼の意を表します。
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